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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・インターネットを閲覧する時に使用するソフト「インタネットエクスプローラ」脆弱性（ウイルス感染）について、当法人ではこれに該当するソフトを使用している為、インターネットの検索・閲覧ができるパソコンについてはＷＩＺの閲覧までと制限あり。

・田名部浩平様の地域復帰支援検討会が5/5　16時からあり。担当を決め、調整をしていく。

＜利用者様情報＞

・野月　利章　様～昼食後薬を持参し忘れた為、母様に連絡を取ったところ、13：30に持ってきていただけるとのこと。革細工で「財布を作りたい」と希望あるが、中には財布、スマートフォン、お薬手帳など物をたくさん入れるとのことで、財布ではなく、小物入れにすることを提案し、小物入れを作成する予定。

・寺沢　彩　　様～本日の昼食後薬を持参しておらず、担当医より、帰宅後に服用するように指示あり。

・船場　幸子　様～歩行時ふらつくとのことで、自身で血圧を測定しており、不安な様子あり。ゆっくり動くよう声掛けをしている｡

・古舘　正行　様～青風荘スタッフより、デイナイトケア帰荘後より、座っていても、立っていても姿勢を変えても足先から指先まで振戦が見られているとのこと。嗜好品やタバコを渡しても持続している為、経過観察とする。

・稲垣　ふき　様～昨日から血圧高値が続いているが、時間を置いて計測すると幾分良くなっている。不調の訴えはない為、経過観察とする。

・田中　一　　様～睡眠時間は7時間と取れているが、寝不足による眠気と立ちくらみの訴えあり。午前中は20分と決めた時間静養室休息しており、時間通り離床できている。

・種本　サハ　様～昨日はデイナイトケアを欠席しているが、本日は来所されている。本人からの不調の訴えはないが、運動療法中に休憩を挟みながら行っており、疲れが溜まっている様子。経過観察とする。

＜事例検討＞

高橋　幸雄　様（39）統合失調症　身体合併症：脂質異常症　　利用日：水・木

検討内容利用終了に伴う経過報告。

長期目標

・病状の安定を図る。

・自宅での食生活を見直し体重増加を防ぐ。

中期目標
　　・睡眠時間の確保と忘薬しないよう服薬自己管理をしっかりと行う。

・自宅での食事量と間食量を減らし、その摂取量を維持出来るようにする。

短期目標
　　・服薬時間を意識して行動し、早めの就床を心掛ける。

・運動・体重管理・エアロビ等のプログラムに積極的に参加し、体重の減量を図る。

治療計画

　　①生活リズム、服薬、睡眠状況の確認をする。

②体重減量への意識付けのために帰と転びは体重測定を実施｡体重減量の為に取り組んでいる事があるか確認する。持参の昼食内容の観察と自宅での食事と間食の量や内容を確認し、必要に応じてアドバイスする。

③運動プログラムへの取り組み状況の観察、または介入することで動きに変化と効果を与える。
現状

　　・農作業に手伝いがある為、デイケア出席率が低い。（30～40％）

　　・外来受診日の水曜日は来所。

　　・以前は月、水、木が利用日であった。

経過報告

・母様が体調不良の為、農作業に専念するとのことで4/30付けで利用終了。

・服薬は出来ている為、問題はないがゲームをして寝るのが遅く、就床前薬を飲む時間がずれ込む。

・体重増加しないよう意識をしている。間食に気をつけ、積極的に運動をする意識を持っている。

＜外来情報＞

・板橋　利美　様～便は毎日出るが、量は少ない。カマが朝・夕→朝・昼・夕へ変更。

　　　　　　　　　間食はチロルチョコ1個/日、ジャンボモナカアイス1個/週で食べる許可を貰っている。

· 本多　富美　様～ザーネクリームが欲しいとの訴えある為、100ｇ処方。

・繁名　和美　様～咳が出るとの事で鹿内内科を受診し、処方されたもので改善。「糖尿病の人の口臭を嗅いでしまい、頭も胸もドローンとして体が痛い。吐気もある。」との事で、ナウゼリン1錠昼食後処方となっている。次回、採血・心電図検査実施の予定。

・菅野　勝利　様～外来では血圧が200以上と高値になる為、青陽館でも血圧を測り、注意して経過観察してほしいとのこと。

・溝越　キク　様～体重増加傾向。

・高橋　幸雄　様～普段は自分から話をしないが、本日は自分から農作業のことや近況報告などを話していたとのこと。

・小坂　君子　様～次回、採血実施予定。

・東海林　康之様～ちょうじゃの森内科クリニックの禁煙外来に通院する為、紹介状作成中。

・青木　紀子　様～ちょうじゃの森内科クリニックの禁煙外来に通院する為、紹介状作成中。

・平　　京子　様～5/13（火）血糖チェック実施予定。

・北村　奈美　様～受診予定ではなかったが、本日急遽受診している。幻聴の訴えあり。その他不調の訴えがあるが、ころころと内容が変わっている。夜眠れない→眠れるなど。17時に寝て0時に起き、その後「眠れない。」と訴えているが、それは普通であると伝えているとのこと。レポトミン5mg　2錠追加処方。

＜勉強会＞

「緊急時（急変）対応」
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